
７月
４
日

「就任挨拶」
朝廣　佳子　会　 長
加藤　    勉　副会長
服部　    亘　副会長
阪田　文彦　幹 　事

１１
日

　　　　　　　　　　　　　　「就任挨拶」
　　　　　前田　正芳　クラブ管理運営委員長
　　　　　野矢　　明　会員増強委員長
　　　　　岡本　善英　公共イメージ委員長
　　　　　松井　昭光　奉仕プログラム委員長
　　　　　中野　聖子　青少年奉仕委員長

１８
日

「第１回クラブフォーラム」
(会員増強)

２５
日

「雑談例会」

８月
１
日

「鵜飼の奥深き世界」
鵜匠　　沢木　万理子氏

８
日

「フードバンク活動から見た子育て家庭の姿」
NPO法人フードバンク奈良　平川　理恵氏

１５
日

休会
２２
日

「青少年交換派遣学生　帰国報告」
治田　康佑君、福井　翔太君

２９
日

「金は天下の周りもの、
資金循環表とマクロ経済・ミクロ経済

～インフレ時代の企業経営」
荒武コンサル事務所 　荒武　貞雄氏

９月
５
日

「糞虫が支える奈良の観光産業」
ならまち糞虫館館長　　中村　圭一氏

１２
日

「第２回クラブフォーラム」
（公共イメージ部門）

１９
日

奈良北部6RC合同例会

「南海トラフ巨大地震臨時情報で
明らかになった防災・減災の現在地」

関西大学　教授　奥村　与志弘氏

２６
日

『本当に「こどもまんなか」で
こどもに向き合える　学校づくり』

天理市長　並河　健氏

１０月
３
日

『転倒骨折防止！病気予防！
質の高い睡眠で健康寿命を延ばす』
尾形メンタルサポート　尾形　賢一氏

１０
日

「雑談例会」
１７
日

「会員卓話」
伊藤　靖浩会員、溝口　賢司会員

２４
日

「米山奨学生卓話」
王　晨宇君

３１
日

休会

１１月
７
日

「ロータリー財団委員会卓話」
ロータリー財団委員会

１４
日

ガバナー公式訪問「ガバナーアドレス」
国際ロータリー第2650地区　中本　勝ガバナー

２１
日

「会員卓話」
林　健太郎会員、紀ノ岡　幸次会員

２８
日

「第３回クラブフォーラム」
（奉仕プロジェクト部門）

１２月
５
日

「中野　重宏パストガバナー卓話」
中野　重宏パストガバナー

１２
日

「メディアにおける文化事業」
株式会社朝日新聞社　取締役
大阪本社代表　堀越　礼子氏

１９
日

「会員卓話」
野村　拓広会員、荻野　眞弓会員

２６
日

「奈良の人も知らない？！
～取材で出会った“へ～”の数々」
フリーアナウンサー　山北　愛琳氏

１月
２
日

休会
９
日

「新春小鼓の調べ」
藤舎流囃子方　藤舎　呂裕氏、

藤舎　朱音氏
１６
日

「地区大会　全体ミーティング」
２３
日

会員卓話
「ガストロノミーツーリズムについて」

天野　三恵子会員

３０
日

「第4回クラブフォーラム」
（青少年奉仕部門）

２月
６
日

「地域全体の健康意識を高める取り組みへの
提案

―最も大切なことそれは「食事と排泄」―」
薮中　幸一氏

　（大野記念病院超音波検査センター長）

１３
日

「2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）
の最新の準備状況について」

髙科　淳氏
（日本国際博覧会協会　　副事務総長）

２０
日

会員卓話
「高齢化と地域医療の変化
～～病院新設への思い～」

井村　龍磨会員
「昨今の犯罪情勢と防犯対策」

御宿　和幸会員

２７
日

「創るということ。想像、そして感動」
久松　真一氏（脚本家）

３月
６
日

「河口慧海（かわぐち　えいかい）と私」
稲葉　香氏(植村直己冒険賞)

１３
日

通算３５００回例会記念
「どん底から個人と組織を蘇らせる」

柳本　晶一氏
（元バレーボール全日本女子代表監督）

２０
日

休会
２７
日

「会員卓話」
中野　重宏パストガバナー

４月
３
日

地区大会決起集会
１０
日

「35年目のラブレター」
西畑　保氏

１７
日

「職業奉仕を考える～現在の職業奉仕～」
矢野　雅史　第2650地区職業奉仕委員長

２４
日

「第５回クラブフォーラム」
(クラブ管理部門)

５月
１
日

休会
８
日

会員卓話（鼎談）
「戦時中と戦後」

１５
日

「会員卓話」
 石田　諭会員

２２
日

「意志」
阪口　恵二朗氏（YAMATOならバドミントン指

導）

２９
日

「大ヒット奈良弁訳の万葉集
『愛するよりも愛されたい』」

佐々木　良氏
（作家／株式会社万葉社 代表取締役）

６月
５
日

「人材希少社会の経済財政・地方創生」
一松　旬氏

財務省大臣官房審議官
元奈良県副知事

１２
日

「会員卓話」
水谷　悦郎会員

１９
日

青少年友愛会
活動助成金贈呈式

２６
日

地区大会映像上映会

c.プログラム（２０２４［令和６］年７月～２０２５［令和７年］６月）
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